
第1182号  平成20年（2008年）5月1日 市役所 代表電話
TEL.042-585-1111

●9

催しなど

■
野
だ
て
と
琴
の
会

　

５
月
４
日
�
午
前　

時
〜
午
後
４

１１

時
／
日
野
宿
本
陣
※
直
接
会
場
へ
／

小
学
５
年
生
以
上
対
象
／
先
着　

人
２００

／
大
人　

円
、
小
人　

円
（
観
覧
料
）

２００

５０

※
茶
菓
子
代
別

■
灯
つ
く
り
の
会

　

５
月　

日
�
午
後
１
時　

分
〜
４

１７

３０

時　

分
／
新
選
組
の
ふ
る
さ
と
歴
史

３０
館
／
講
師
・
冬
野
朋
子
氏
／
中
学
生

以
上
対
象
／
先
着　

人
／
３
千　

円

２０

１５０

（
材
料
費
）

■
民
謡
と
三
味
線
の
会

　

５
月　

日
�
午
後
６
時
〜
８
時

１７

（
予
定
）
／
日
野
宿
本
陣
／
講
師
・

木
津
茂
理
師
、
澤
田
勝
秋
師
／
中
学

生
以
上
対
象
／
先
着　

人
／
大
人　

６０

２００

●平成２０年度　日野宿楽市楽座文化講座予定

募集人数講師・演者（予定）会　場日時（予定）内　　容

１００人
２０人

宮下太郎師、二上貴夫
師ほか

高幡不動尊金剛寺
６月２２日�
１０：００～１２：００
１３：００～１６：００

連句フォーラム
第一部公開連句パフォーマンス
第二部連句体験、半歌仙を巻い
てみよう

２０人辻佐公氏
新選組のふるさと
歴史館

７月１２日�
１３：３０～１６：３０

抹茶碗、酒器を作る会

２００人
実践女子大学茶道研究
会、筝曲研究会

日野宿本陣
１０月１９日�
１１：００～１６：００

野だてと琴の会

５０人
音羽菊公師
三遊亭圓窓師ほか

日野宿本陣
１１月８日�
１７：３０～２０：００

舞踊と落語の会

２０人
宮下太郎師、二上貴夫
師ほか

日野宿本陣
１１月１６日�
１３：３０～１６：３０

連句の会

４０人稲葉和也氏
日野宿、下諏訪宿
本陣ほか

１１月２２日�
９：００～１７：００

甲州道中本陣巡りの会

新選組のふるさと
歴史館

平成２１年２月７日�
～３月２９日�

新選組書展

未定日野宿本陣
平成２１年２月２４日�
～３月３日�

お雛さまを愛でる会

５０人未定日野宿交流館
平成２１年３月１４日�
１３：３０～１５：３０

江戸学講演会

６０人
福原道子師
三遊亭圓窓師ほか

日野宿本陣
平成２１年３月１４日�
１７：３０～２０：００

篠笛演奏と落語の会

「江戸文化に親しもう」

　

こ
の
調
査
は
、
地
域
の
高
齢
者
と

民
生
委
員
の
交
流
促
進
を
図
り
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
自
立
し

た
生
活
を
続
け
て
い
け
る
環
境
づ
く

り
を
目
指
す
た
め
進
め
て
い
る
「
高

齢
者
見
守
り
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

に
関
す
る
意
向
、
災
害
時
に
お
け
る

要
援
護
高
齢
者
を
把
握
す
る
こ
と
を

主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
後
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
検
討
す

る
基
礎
資
料
等
に
も
活
用
す
る
も
の

で
す
。 「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
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れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
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すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

「
ふ
れ
あ
い
訪
問
調
査
」を
実
施
し
ま
す

訪
問
期
間
―
５
月
中
旬
〜
６
月
下
旬

／
高
齢
福
祉
課
在
宅
サ
ー
ビ
ス
係

　

事
前
に
、
対
象
者
の
方
々
に
、
郵

送
に
て
調
査
票
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
ご
記
入
し
て
い
た
だ

き
、
後
日
、
地
区
担
当
の
民
生
委
員

が
、
調
査
票
の
受
け
取
り
に
訪
問
し

ま
す
。

　

民
生
委
員
は
身
分
を
証
明
す
る
も

の
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
９
月　

日
以
降
に　

歳

１８

１５

７５

以
上
に
な
ら
れ
た
方（
転
入
者
含
む
）

を
対
象
。

　

調
査
票
発
送
―
５
月
初
旬
か
ら
／

円
、
中
学
生　

円
（
観
覧
料
）

５０

※
当
日
、
日
野
宿
本
陣
の
閉
館
時
間

は
午
後
３
時
に
変
更

　
「
灯
つ
く
り
の
会
」
お
よ
び
「
民
謡

と
三
味
線
の
会
」
は
新
選
組
の
ふ
る

さ
と
歴
史
館
（
�　

・
５
１
０
０
）

５８３

へ
申
込

■
「
土
方
歳
三
の
句
に
唱
和
し
よ
う

！
」
俳
句
募
集

　

６
月　

日
�「
連
句
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

２２

開
催
に
合
わ
せ
土
方
歳
三
の
句
に
唱

和
す
る
句
を
募
集
し
ま
す
。

※
唱
和
と
は
、
あ
る
俳
句
や
短
歌
に

対
し
他
者
が
作
品
を
作
る
こ
と
を
言

い
ま
す
。

Ａ
「
水
の
北
山
の
南
や
春
の
月
」

Ｂ
「
知
れ
ば
迷
い
知
ら
ね
ば
迷
う
法

の
道
」

　

入
選　

点
※
入
選
句
は
「
６
月　

１０

２２

日
�
、
連
句
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
場
で
発

表
・
表
彰
※
応
募
作
品
の
著
作
権
は

主
催
者
に
帰
属
／
応
募
点
数
制
限
な

し
、
１
枚
に
つ
き
２
点
以
内
／
５
月

　

日
�
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
ハ
ガ

２５キ
で
。
唱
和
の
句
（
Ａ
か
Ｂ
）、
作

品
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
学
校
名
、

学
年
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒　
１９１

―
０
０
１
６
神
明
４
の　

の
１
新
選

１６

組
の
ふ
る
さ
と
歴
史
館
へ

高
齢
者
を
対
象
に

高
齢
者
を
対
象
に

　『江戸文化に親しもう』を合言葉に新選組のふるさと歴史館、日野宿本陣及び日野宿交流館
で次の講座を開催します。募集等は、広報ひの及び新選組のふるさと歴史館ホームページで
お知らせします。

▲日野宿本陣の庭での野だて

▼
後
期
高
齢
者
医
療
の
対
象
者

　

�　

歳
以
上
の
方
�　

歳
以
上

７５

６５

で
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
及

び
４
級
の
一
部
・
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
１
・
２
級
等
に
該
当

す
る
方
で
後
期
高
齢
者
医
療
の
障

害
認
定
を
受
け
た
方
※
�
の
認
定

に
は
申
請
が
必
要
で
す

▼　

歳
の
誕
生
日
か
ら
後
期
高
齢

７５
者
医
療
に
加
入

　

届
け
出
は
不
要
で
す
。
保
険
証

は
誕
生
日
の
前
日
ま
で
に
送
付
し

ま
す
。

▼
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合

　

一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
１
割

ま
た
は
３
割
（
一
定
以
上
所
得
者

の
方
）
で
す
。

▼
３
割
負
担
の
方
で
申
請
に
よ
り

負
担
割
合
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す

　

７
月　

日
�
ま
で
は
、
平
成　

３１

１８

年
中
の
収
入
額
（
必
要
経
費
等
を

差
し
引
く
前
の
金
額
）
の
合
計
が

表
１
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
場

合
に
は
、
申
請
に
よ
り
翌
月
か
ら

負
担
割
合
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

▼
高
額
医
療
費

　

同
じ
診
療
月
内
に
支
払
っ
た
医

療
費
（
一
部
負
担
金
）
の
合
計
が

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
と
き

は
超
え
た
額
が
高
額
医
療
費
と
し

て
支
給
さ
れ
ま
す
。
対
象
に
な
っ

た
方
に
は
診
療
月
の
約
３
カ
月
後

に
申
請
書
（
お
知
ら
せ
）
を
送
付

し
ま
す
の
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
（
申
請
は
１
回
。
２
回
目
以
降

は
不
要
）。
な
お
、
自
己
負
担
限

度
額
は
負
担
割
合
、
所
得
等
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
（
表
２
参
照
）。

▼
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

　
「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
窓
口
で
提
示
す
る
と
、
入
院
時

の
食
事
代
（
療
養
病
床
の
入
院
も

含
む
）
が
減
額
さ
れ
、
窓
口
で
支

払
う
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額

も
減
額
さ
れ
ま
す
。
認
定
証
の
交

付
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で

す
。

　

対
象
は
後
期
高
齢
者
医
療
対
象

者
で
本
人
を
含
む
世
帯
全
員
が
住

民
税
非
課
税
の
方
で
す
。

▼
人
間
ド
ッ
ク
助
成
は
後
期
高
齢

者
（
長
寿
）
医
療
制
度
で
は
あ
り

ま
せ
ん

　

市
の
事
業
と
し
て
健
診
を
行
い

ま
す
の
で
、
健
康
管
理
の
た
め
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

（
保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
係
）

医
療
機
関
等
に
か
か
る
と
き
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
提
示
を

医
療
機
関
等
に
か
か
る
と
き
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
提
示
を

後
期
高
齢
者（
長
寿
）医
療
制
度

後
期
高
齢
者（
長
寿
）医
療
制
度

●収入額による負担割合判定基準表（平成２０年７月３１日まで）　 　　　　　　　　表１

申請した場合の一部負担金の割合等平成１８年中の収入額の合計世帯区分

１割３８３万円未満同一世帯に７０歳
以上の方（※１）
が１人のみ ３割（自己負担限度額は「一般」）※２３８３万円以上４８４万円未満

１割合算して５２０万円未満同一世帯に７０歳
以上の方（※１）
が２人以上 ３割（自己負担限度額は「一般」）※２合算して５２０万円以上６２１万円未満

※１　６５歳以上で老人医療の障害認定を受けている方を含む。なお、８月１日以降は後期高齢
者（長寿）医療の対象者だけで判定します

※２　平成１９年度住民税課税標準額が１４５万円以上２１３万円未満の方は申請の必要はありません

●１カ月の医療費の自己負担限度額　　　　　　　　　　　　　　　　　表２

入院時の食事代
（１食あたり）

自己負担限度額（月額）
所得区分

負担
割合 入院＋外来

（世帯単位）
外来

（個人単位）

２６０円

８０，１００円＋（医療費が
２６７，０００円を超えた場合、
超えた額の１％を加算）

※注１

４４，４００円一定以上所得者
３割
※注２

４４，４００円１２，０００円一般

１割

２１０円
過去１年の入院
期間が９０日以下

２４，６００円
８，０００円

低所得Ⅱ住民税
非課税
世帯等

１６０円
過去１年の入院
期間が９０日超　
（確認書類が必要）

１００円１５，０００円低所得Ⅰ

※注１　過去１２カ月以内に４回以上老人保健・後期高齢者医療で高額医療費支給を受ける場合
（多数該当）の４回目からの限度額は４４，４００円になります

※注２　後期高齢者医療被保険者証の負担割合に『自己負担限度額「一般」適用』の記載があ
る方は、所得区分「一般」の限度額が適用されます

※低所得Ⅱとは、
　・世帯全員が住民税非課税の方
　・住民税課税者が「住民税に係る経過措置対象者」（平成１７年１月１日現在で６５歳に達して

いた方で、合計所得金額１２５万円以下の方）のみの世帯の住民税非課税者である後期高齢
者（長寿）医療対象者（平成２０年７月３１日までの経過措置）

※低所得Ⅰとは、世帯全員が住民税非課税で、さらに世帯全員の所得が０円（年金収入の場合
　には８０万円以下）の方
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新選組のふるさと歴史館 �５８３－５１００問合せ先


